


































一章「宇治十帖 表現位相」 、第二章「匂宮三帖と宇治十帖」 、第三章「宇治十帖の執筆契機」の三部作ともいうべき論考である。久下氏は宇治十帖が一条朝を時代背景としているという観点から、『紫式部日記』との関わりを読み込む。久下氏の論説の特徴は、 『源氏物語』と『紫式部日記』とがジャンルを超えて等価なものとしてあり、それぞれの作品の読みが相互の作品の読みを深めていくという構造にあると思われる。通常、 『日記』と『物語』の関係はいずれかを主 し、 ずれかを従 して論じられることが多いが、ここでは対等な関係の中で 、叙述の響き合いの底に作者の思念の深まりが探求されて くと う恰好である。　
一例を挙げれば、 『紫式部日記』の「中務の宮
わたりの御ことを、御心に入れて、そなたの心よせある人とおぼして、かたらはせたまふも、まことに心のうちは、思ひゐたることおほかり」という一文は、従来も長男頼通 具平親王女隆姫 の結婚について 道長が具平親王に縁故ある紫式部に相談した記述と捉えられてきたが、そこで吐露













めとり村上源氏隆盛の礎を築いた息子師房など子供達の活躍も含めて、具平親王が後代に残した影響は大きい。具平親王は時代のキーパーソンの一人であり、久下氏の宇治十帖の世界と絡めて立論は、貴重な成果であろう。本書所収 論文全てに当て まるように、久下氏の論法 文学 成立や表現された世界を歴史的なコンテクストを援用しながら、作者の思念や、作者と享受されたサロンの人間関係 その政治的、文化 位置からダイナミックに捉え直すところに特質があ 、ここでも宇治十帖の世界を新たな視点から照射して
いる。　
Ⅱは五章から成る。久下氏の研究の出発点であ





を享受史 ら位置づけた成果である。第六章「道長・頼通時代の受領たち」 、第七章「大宰大弐・権帥について」 、第八章「王朝歌 と陸奥守」はいずれもこの時代の新興勢力であっ 受領がそれ
ぞれの任国や置かれた環境によって付帯していた特質を文学、史学のそ ぞれの領域の博捜から導きだし、作品 新たな読みに還元している。　
以上浩瀚な書のごく一部をなぞったにすぎない。
久下氏の論文は多くの文学・歴史資料を考察の対象とし、そ 視野の広さは際立っているが、先行研究への目配りも周到である。最新の論考に至るまで、久下氏は実に多くの論文に眼を通し、若手からさらに と方法論を異にす であろう研究者の論文まで注に引用している。このことは研究歴が長くなるほど怠りがちであり、教えら る。　
さらにひとこと。例えばⅢ第三章「その後の道
綱」で、久下氏は道綱が源頼光の婿であったことに言及し、さらに頼光とその父満仲一統は花山天皇出奔事件や伊周流罪事件に常に関わった武装集団であったと述べる。 『蜻蛉日記』 は内裏 賭弓で射手として活躍する少年時代 道綱を点描しているが、その記述にも触れつつ、道綱の武闘派的な資性を久下氏は示唆的に述べている。本書は細部に至るまで、このような独自性の高 指摘と着想がちりばめられている。尽きせぬヒントを与えてくれる豊潤 書であり、細部まで気が抜けない、一筋縄ではいかぬ手強い書 もある。
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